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編 集 後 記

本年 の 日本医学会総 会の開会式は文字通 り立錐の余地なし とい う盛況であつた.開 会前 にはむ

しろ大げ さ過ぎ るのではないか とい う感じが した位 であつたが,式 の進むにつれて漸 く気分が盛

りあが り,こ の規模の大 きさも亦わ るくない ように思われ て来た.一 種の祭典 であ り,シ ヨウで

あ り,演 出で もあ るか ら或程度 には派手なの もよい.然 し本質はあ くまで も医学会であ るか ら,

その形式の立派 さにはお のずか ら限界があろ う。開会の辞,そ の他に於て感銘すぺ き多 くの言葉

が述ぺ られた.特 に仁術 として の医の本質が強調せ られ たよ うに思 う.こ れ は現代世相を想 う時

に,ま ことに適切な発言である.然 し昔 のままの仁術は通用 しない現実社会であることも同時に

考 えねぽならぬ.医 学,医 療,医 師に関係 ある種 々の深刻な問題が山積 してお り,こ れ に就 て根

本的に検討す ることも極 めて重要 であ る.学 術会議会長兼重寛九郎博土が列席の総理大臣 らを前

に して,科 学研 究の危機 に言及し,こ れ を救 うために為 政者の理解 と援助を望 むと述べた ことに

対 して,聴 衆から盛んな拍手が起つたのは特に印象的であつた.小 泉信三博士が医者 でない立場

か ら医 の倫理を説かれて多大の示唆を与 え られた.こ の講演 に際して外国人を除いては離席す る

者は殆 どなかつた.秩 父宮妃 も聴いて居 られた.医 老 には実に重大な道徳的責務があ ると思 う.

清貧に安 んず るとい うこともあ る.然 しそれであ るからこそ医師はおのずか ら尊敬せ られ,厚 く

遇せ られ るぺ きではなかろ うか.医 師に仁術 を押 しつけ るのみ ではいけない 学術大会や展示会

も新機軸の下に行われて大ぎな収獲があつた.た だ分科会 と総 会の日時示別 であるし,聴 きたい

と思 う総会講演の 日時が離れてい ることもあって,日 数が多 くなるので,地 方会員には困つた一

面 もあつた.

◇

日本泌尿器科学会の理事会や評議員会にてはなるべ く多 くの問題に就 て活発に討議 したい もの

である.学 術大会は今回の特殊事情 のために会期1日 で終了した.然 しそのために充実 した1日

であ り,得 る所は大 きかつた.例 年 の宿題や特別講 演に相当す るものは医学 会総会講演 として別

の 日に行われた.尿 石症 と尿路腫瘍 に関す るシンポジウム形式 のもので,こ れ亦意義多い もので

あつた.今 後は このよ うな形式の演説が増加 してゆ くであろ うと考 え られ る.
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